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第8章結言
本論文では,ｼｽﾃﾑｴ学を.従来の工学と社会科学との境界領域としての立場でｼｽ
ﾃﾑを扱う工学として位置づけた.ｼｽﾃﾑ工学の対象となるｼｽﾃﾑの特徴は,複雑さ,
不確実さ.時間依存性にある.ｼｽﾃﾑ制御]の中で.ｼｽﾃﾑの複雑ヽさに根ざす主要問題
が.ここで述べた友ｹｼﾞ.-ﾘﾝｸﾞ問題である.ｽｹｼﾞ.一ﾙは.それ自身の持つﾌｨｰ
ﾄﾞﾎｱｰﾄﾞ制御機能に加わえて,ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞ･,夕制御機能を持つ必要ぶあるため,ｽｹｼﾞ
..一ﾙ制御の概念が召人された.
ｽｹｼﾞｭｰﾘﾝｸﾞ問題の具体的ﾃｰﾏとして.まず第一に生産ｼｽﾃﾑを取し
現在の生産ｼｽﾃﾑでは.消費者の多様な要求を満寸ための多種生産と安価のための多量
生産との両立をはかる必要と.労働力の有効活用とのために.生活工程の負荷ﾊﾞﾗﾝｽを
はかることが困難になｰている.
この負荷ﾊﾞﾗﾝｽをはかるには.設備計画に中心を置く方法と.工程での物の流れの制
御に中心を置く方法のあることを示した.前者を静的ﾗｲﾝﾊﾟﾗｯｽ,後者を動的ﾗｲﾝ
ﾊﾞﾗﾝｽと定義した.
静的ﾗｲﾝﾊﾞﾗﾝｽの方法としては,中間在庫に関する新しい解釈と,切替生産の最適
ｽｹｼﾞ.一ﾘﾝｸﾞ手法をおえた.従来の在庫理論は.市場と倉庫の立場から考察されていヽ
ゐのに対し,提案した中間在庫の解釈は生産工程の負荷ﾊﾞﾗﾝｽをはかる立場からのもの
である.負荷ﾊﾞﾗﾝｽがはかれる最小の在庫量として限界在庫量なる概念を導入した.切
替生産の最適ｽｹｼﾞ.-ﾘﾝｸﾞ理論は.初期条件,生産工程の能力条件の下に.段取り損
失の最適化をはかるｽｹｼﾞ.-ﾘﾝｸﾞ手法である.
動的ﾗｲﾝﾊﾞﾗﾝｽの方法として.単一工程に対しては混合生産の最適ｽｹｼﾞｭｰﾘﾝ
ｸﾞ手法を,工程列に対しては.半混合生産の概念を与えた.
切替生産.混合生産の両方の最適ｽｹｼﾞ,.一ﾘﾝｸﾞ手法は.ﾌﾟﾗﾝﾁｱﾝﾄﾞﾊﾟｳｯﾄﾞ法
による厳密に最適化を求める手法である.
交通ｼｽﾃﾑは.遠距離輸送.都市内大量輸送,集配的輸送の三段階に分類でき.これ
らの運行ﾀﾞｲﾔﾄﾞｽｹｼﾞｭｰﾙ)は.固定ﾀﾞｲﾔ,ﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞﾀﾞｲﾔ.ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔ
の三つの異なる形態を取るべきであると述べた.ﾌﾛｰﾃｨﾝﾀﾀﾞｲﾔについては,その
ﾀﾞｲﾔの最適制御方式(運転整理)を与えた.これは,乗客の時間的変励(乗客のﾀﾞｲﾅ
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ﾐ,ﾀ.ｽ).列車の運行上の規制(列車運行のﾀﾞｲﾅﾐ,ﾀｽ)との関連で,列車群の運に
行管理を行ﾌﾟとうものであ乙.
最後に.高信頼化こ雷系計算機ｼｽﾃﾑ.を提案し,その二重系としてのﾓﾆﾀｼｽﾃ
ﾑを述べた.計算機の各ﾓｼﾞ.-ﾙは生涯機械に.各ﾀｽﾀの計算実行は材料の加工に対
応し,ﾓﾆﾀはｽｹｼﾞ.-ﾙ制御を行なりものである.この意味で.二重系計算機ｼｽﾃ
ﾑをあえて議論することにした.
本論文で.ｼｽﾃﾑｴ学におヽけるｽｹｼﾞｰ.-ﾘﾝｸﾞ問題を種々扱-て来たが.不十分な
点も多い.生涯ｼｽﾃﾑの゛ﾗｲﾝﾊﾟﾗﾝｽﾞ問題に限･,ても.需要変動時の中間在庫の
制御問題.半混合生産.並列生産の最適ｽｹｼﾞ.一ﾘﾝｸﾞ手法.交通ｼｽﾃﾑに関しては.
ﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾀﾞｲﾔの提案した最適評価尺度と輸送力との関係の分析.ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔの
ｽｹｼﾞ.一ﾘﾝｸﾞ方式などである.
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